
向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
し
の
県
高
校
総
体

団
体
戦
４
連
覇
達
成

　
6
月
４
日
、
市
松
尾
相
撲
場
に

て
行
わ
れ
た
県
高
校
総
体
。

　
平
舘
高
校
は
、
今
春
の
全
国
選

抜
大
会
団
体
メ
ン
バ
ー
、
松
浦
裕

介（
３
年
）・
吉
田
皇ひ
か
る（

３
年
）・
津

志
田
亜あ

む睦（
2
年
）
の
３
人
に
、

1
年
の
長
内
龍
と
松
浦
和か
ず
あ
き
啓
を
加

え
、
本
大
会
に
挑
ん
だ
。

　
終
始
、
勢
い
を
落
と
す
こ
と
な

く
全
勝
で
優
勝
を
果
た
し
、
４
連

覇
を
達
成
す
る
と
と
も
に
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

　
個
人
戦
に
お
い
て
も
、
個
人
選

手
権
、
階
級
別
戦
で
上
位
を
独

占
。
他
を
圧
倒
す
る
実
力
を
見
せ

つ
け
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。

◎
体
重
別
個
人
戦

▼
８０
㌔
未
満
級

３
位　
古
川
大
世（
２
年
）

▼
８０
㌔
以
上
1
０
０
㌔
未
満
級

１
位　
松
浦
裕
介（
３
年
）

２
位　
松
浦
和
啓（
１
年
）

▼
１
０
０
㌔
以
上
級

１
位　
津
志
田
亜
睦（
2
年
）

２
位　
吉
田
皇（
３
年
）

３
位　
長
内
龍（
１
年
）

◎
個
人
選
手
権

１
位　
松
浦
裕
介（
３
年
）

２
位　
津
志
田
亜
睦（
２
年
）

３
位　
長
内
龍（
１
年
）

団
体
戦
決
勝
リ
ー
グ
結
果

❶
平
舘
高
校　
５
ー
０　
山
田
高
校

❷
平
舘
高
校　
５
ー
０　
盛
岡
農
業
高
校

（
平
舘
高
校
、４
年
連
続
３７
度
目
の
優
勝
）

個
人
戦
結
果

盛
岡
農
高 

谷
地
選
手
を
す
く
い
投
げ
で
破
っ
た

副
将
吉
田
皇（
団
体
決
勝
リ
ー
グ
）

盛岡農高 吉田選手との中堅戦
松浦裕介が寄り倒しで勝利し、
優勝を決めた（団体決勝リーグ）

試合勢いづかせる重要な先鋒戦
山田高 眞田選手相手に果敢に
攻める長内龍（団体決勝リーグ）

平舘高校選手同士の決勝戦　
津志田亜睦（左）対松浦裕介（右）
押し出しで松浦裕介が激闘を制
する（個人選手権）

団体戦４連覇、個人戦上位独占
戦いの後に顔をほころばせる平舘高校相撲部の面々

　挑戦の夏
平舘高校 相撲部

100％八
幡平市生まれ八幡平市育ち　故郷の誇り胸に戦う

　去る６月４日、先輩から引き継いだ伝統を守り、県高校総
体４連覇を達成、インターハイの切符を掴んだ平舘高校相撲
部。昨夏には、12年ぶりに東北高等学校相撲選手権大会団体
戦優勝を果たし、今大会は東北王者として「追われる立場」で
挑んだ。
　東北連覇、インターハイ、国体出場と挑戦のステージに向
けて日々研鑽を積む、相撲に青春を懸ける彼らの姿を追う。
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東
北
６
県
か
ら
1８
校
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
6
月
26
日
開
催
の
団
体
戦
。

　
優
勝
候
補
筆
頭
格
の
平
舘
勢
は
、
先

鋒
に
長
内
龍
、
次
鋒
に
吉
田
皇
、
中
堅

に
津
志
田
亜
睦
、
副
将
に
松
浦
和
啓
、

大
将
に
松
浦
裕
介
と
、
県
高
校
総
体
時

か
ら
配
置
を
変
え
て
挑
ん
だ
。

　
予
選
は
、１
回
戦
気
仙
沼
向
洋
高（
宮

　
６
月
25
日
、
宮
城
県
大
崎
市
鳴
子
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
第
69
回
東
北
高
等
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
。

最
初
に
、階
級
別
個
人
戦
が
行
わ
れ
た
。８0
㌔
以
上
１
０
０

㌔
未
満
級
で
予
選
を
通
過
し
た
松
浦
和
啓
は
、平
成
高（
秋

田
県
）の
齋
藤
選
手
に
押
し
倒
し
で
勝
利
す
る
も
、続
く
準

決
勝
で
酒
田
光
陵
高（
山
形
県
）秋
葉
選
手
に
押
し
出
し
で

敗
北
。
松
浦
裕
介
は
、
三
本
木
農
高（
青
森
県
）の
小
原
選

手
を
押
し
出
し
で
破
り
、
続
く
盛
岡
農
高
の
西
條
選
手
を

す
く
い
投
げ
で
破
り
決
勝
へ
進
出
。
し
か
し
、
秋
葉
選
手

に
寄
り
倒
し
で
敗
れ
、
優
勝
を
逃
す
結
果
と
な
っ
た
。

◎体重別個人戦
▶ ８０㌔以上 1００㌔未満級
2位　松浦裕介（３年）
３位　松浦和啓（１年）
▶ 1００㌔以上級
2位　長内龍（１年）
◎個人選手権
2位　長内龍（１年）
３位　吉田皇（３年）

盛岡農高西條選手をすくい投げで破
り、決勝に勝ち上がる松浦裕介選手

個
人
選
手
権
の
表
彰
を
受
け
る
長
内
龍

3位入賞を果たした
松浦和啓

個人戦決勝結果

突き落としで相手を破る長内龍

団
体
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
前
に
闘
志
を
燃
や
す
平
舘
勢

右
か
ら
、
先
鋒 

長
内
龍
、
次
鋒 

吉
田
皇
、
中
堅 

津
志
田
亜
睦
、

副
将 

松
浦
和
啓
、
大
将 

松
浦
裕
介

城
県
）、
２
回
戦
会
津
農
林
高（
福
島

県
）、
３
回
戦
鰺あ
じ
が
さ
わ

ケ
沢
高（
青
森
県
）を

相
手
に
誰
一
人
土
を
付
け
ら
れ
る
こ
と

な
く
順
当
に
勝
ち
上
が
り
、１
位
通
過
。

　
迎
え
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
準
々

決
勝
、相
手
は
秋
田
北
鷹
高（
秋
田
県
）。

先
鋒
戦
、
名
前
を
呼
ば
れ
た
長
内
龍
は

高
ら
か
に
雄
た
け
び
を
上
げ
、
土
俵
に

入
る
。
秋
田
北
鷹
の
浅
利
選
手
を
押
し

出
し
で
破
り
、
勢
い
付
く
平
舘
勢
は
、

次
鋒
以
降
も
攻
撃
の
手
を
休
め
ず
、
全

員
が
勝
利
。
連
覇
の
２
文
字
が
一
気
に

近
付
い
た
。

　
準
決
勝
―
。
相
手
は
、
準
々
決
勝
を

同
じ
く
５
勝
で
勝
ち
進
ん
だ
青
森
の
三

本
木
農
業
高
。
そ
の
ま
ま
の
流
れ
で
自

分
た
ち
の
ペ
ー
ス
に
持
ち
込
み
た
い
平

舘
勢
で
あ
っ
た
が
、
先
鋒
の
長
内
龍
が

山
市
選
手
に
、
は
た
き
込
み
で
敗
れ
、

先
手
を
取
ら
れ
る
。
続
く
吉
田
皇
が
寄

り
倒
し
で
次
鋒
戦
を
制
し
た
が
、
中
堅

津
志
田
亜
睦
が
山
内
選
手
に
す
く
い
投

げ
で
ま
さ
か
の
黒
星
を
付
け
ら
れ
る
。

注
目
の
副
将
戦
、
追
い
つ
き
た
い
平
舘

勢
で
あ
っ
た
が
、
松
浦
和
啓
は
、
相
手

白
山
選
手
に
突
き
倒
し
で
敗
れ
、
そ
の

瞬
間
、
連
覇
へ
の
道
は
途
絶
え
た
。
そ

れ
で
も
大
将
戦
、
松
浦
裕
介
は
、
押
し

出
し
を
決
め
て
、
戦
い
を
締
め
た
。

　
試
合
終
了
後
、
平
舘
勢
は
悔
し
さ
に

顔
を
ゆ
が
め
た
。

大副中次先 団
体
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
々
決
勝

松
浦
裕
○

松
浦
和
○

津
志
田
○

吉
田
○

長
内
○

平
舘
高

上
手
出
し
投
げ

寄
り
倒
し

突
き
倒
し

突
き
落
と
し

押
し
出
し

５
‐
０

鳥
潟
大
髙
田
村
三
沢
浅
利

秋
田
北
鷹
高

大副中次先 団
体
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
決
勝

松
浦
裕
○

松
浦
和

津
志
田

吉
田
○
長
内

平
舘
高

押
し
出
し

突
き
倒
し

す
く
い
投
げ

寄
り
倒
し

は
た
き
込
み

２
‐
３

鳥
潟
○
大
髙

○
田
村

安
ケ
平

○
山
市

三
本
木

農
業
高

次鋒の役目を果たし、
次につないだ吉田皇

　
１
０
０
㌔
以
上
級
で
予
選
を
通
過
し

た
吉
田
皇
は
、三
本
木
農
高（
青
森
県
）

山
市
選
手
に
突
き
落
と
し
で
敗
北
。
長

内
龍
は
、
日
大
東
北
高（
福
島
県
）の
田

中
選
手
を
寄
り
倒
し
で
破
り
、
続
く
五

所
川
原
農
林
高（
青
森
県
）の
長
内
選
手

を
突
き
落
と
し
で
破
っ
て
決
勝
進
出
。

し
か
し
、
小
牛
田
農
林
高（
宮
城
県
）の

日
下
選
手
に
寄
り
き
り
で
敗
れ
、
２
位

と
な
っ
た
。

　
続
い
て
個
人
選
手
権
で
は
、
吉
田
皇
と
松

浦
裕
介
、
長
内
龍
の
３
名
が
予
選
を
通
過
。

吉
田
皇
は
、
五
所
川
原
農
林
高
の
山
崎
選
手

を
押
し
倒
し
で
破
り
準
決
勝
に
進
出
し
た

が
、
日
大
東
北
高
の
田
中
選
手
に
押
し
出
し

で
敗
れ
、
３
位
と
な
っ
た
。
松
浦
裕
介
は
、

酒
田
光
陵
高
の
秋
葉
選
手
に
押
し
出
し
で
敗

北
。
長
内
龍
は
、
五
所
川
原
農
林
高
の
長
内

選
手
を
上
手
出
し
投
げ
で
破
り
、
続
く
秋
葉

選
手
を
突
き
落
と
し
で
破
っ
て
決
勝
進
出
。

し
か
し
、
田
中
選
手
に
寄
り
切
り
で
敗
れ
、

２
位
が
決
定
し
た
。

戦いを目前に控え
精神を統一させる平舘勢

表
彰
式
を
終
え
て

東
北
選
手
権
大
会
団
体
戦
結
果
は
３
位
入
賞 準決勝終了後、悔しさをにじませる平舘勢

激しい攻めで相手に攻
撃のいとまを与えない
津志田亜睦

団体戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　第６９回　東北高等学校 　 相撲選手権大会 個人戦
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東
北
選
手
権
大
会
は
、
団
体

戦
３
位
と
い
う
、
彼
ら
に
と
っ

て
悔
し
い
結
果
に
終
わ
っ
た
。

「
今
の
チ
ー
ム
に
な
っ
て
初
め

て
の
敗
北
。
大
会
２
連
覇
出
来

ず
残
念
だ
け
ど
、
勝
っ
て
満
足

感
に
浸
る
よ
り
、
負
け
た
こ
と

で
課
題
や
改
善
点
が
見
え
た
の

で
次
に
つ
な
が
る
い
い
経
験
に

な
っ
た
。
こ
の
悔
し
さ
を
胸
に

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体
に
向
け

て
ま
た
精
進
し
ま
す
」と
、
松

浦
裕
介
主
将
は
前
を
見
た
。

　
今
大
会
も
ひ
と
つ
の
通
過
点

と
し
て
、
平
舘
高
校
相
撲
部
は

ま
た
走
り
始
め
た
。

　
次
な
る
戦
い
は
、
8
月
３
～

５
日
、
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。
ま
た
10
月
２

日
～
４
日
に
開
催
さ
れ
る
、
希

望
郷
い
わ
て
国
体
と
続
く
。
八

幡
平
市
は
相
撲
の
開
催
地
。
地

元
開
催
の
国
体
に
て
、
彼
ら
の

活
躍
に
期
待
が
か
か
る
。

　
稽
古
を
通
し
て
、
互
い
に
刺

激
し
合
い
、
精
神
力
・強
靭
な

肉
体
・
強
い
信
頼
関
係
を
築
い

て
き
た
。「
も
っ
と
強
く
な
り

た
い
」と
部
員
た
ち
は
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
誓
う
。

　
平
舘
高
校
相
撲
部　
挑
戦
の

夏
は
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指

し
て
続
く
。

松
浦
和
啓（
ま
つ
う
ら
・
か
ず
あ
き
）

①１年②169㌢／9４㌔③
押し④寝ること⑤西根第
一中⑥強くなる！

長
内
龍（
お
さ
な
い
・
り
ゅ
う
）①１年②182㌢／130㌔③

押し、寄り④寝ること⑤
西根第一中⑥高校横綱を
目指す

千
葉
ひ
か
る（
ち
ば
・
ひ
か
る
）マネ

ジ
ャ
ー

①2年
私も相撲をやってい
ます。マネジャーと
して部員を支え、応
援に励んでいます。

田
村
渉（
た
む
ら
・
わ
た
る
）

①2年②165㌢／88㌔③
押し④楽しむこと⑤西
根第一中⑥中量級入賞

古
川
大
世（
ふ
る
か
わ
・
た
い
せ
い
）

①2年②167㌢／68㌔③投
げ④女子⑤松尾中⑥軽量
級優勝

佐
藤
海
渡（
さ
と
う
・
か
い
と
）①１年②171㌢／1４8㌔③

寄り切り④朝食⑤西根第
一中⑥東北選手権大会個
人優勝

松
浦
裕
介（
ま
つ
う
ら
・ゆ
う
す
け
）主
将

①３年②172㌢／96㌔③押
し出し④家族⑤西根第一
中⑥高校最後の大会、国体
で地元優勝

吉
田
皇（
よ
し
だ
・
ひ
か
る
）

①３年②172㌢／105㌔③
押し④寝ること⑤西根中
⑥いわて希望郷国体での
入賞

津
志
田
亜
睦（
つ
し
だ
・
あ
む
）①2年②180㌢／130㌔

③突き出し④肉⑤西根
第一中⑥全国優勝

稽古を通して培う精神力。

足腰を鍛え　柔軟性を養う

共に汗を流し築いたチームワーク。

越
田
正
信
監
督
に
聞
く

松
浦
裕
介
主
将
に
聞
く

平舘高校相撲部部員紹介 ①学年②身長／体重③得意技④俺の力の源⑤出
身中学校⑥今後の目標

　
平
舘
高
校
に
赴
任
し
て
1７
年
。
八
幡
平

市
は
、
相
撲
が
盛
ん
な
地
域
な
の
で
、
小

・
中
学
校
と
相
撲
を
や
っ
て
き
た
子
ど
も

た
ち
を
伸
ば
す
こ
と
に
力
を
入
れ
て
指
導

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
指
導
時
は
、
１
か

ら
10
ま
で
手
取
り
足
取
り
教
え
る
の
で
は

な
く
、
部
員
た
ち
に
は
エ
ッ
セ
ン
ス
を
与

え
て
、
自
分
た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
の

相
撲
の
型
を
作
り
上
げ
て
い
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
注
力
し
て
い
ま
す
。
現
相
撲
部
は
、

中
学
時
代
に
大
き
な
成
績
を
残
し
て
き
た

粒
ぞ
ろ
い
の
チ
ー
ム
。
実
力・
潜
在
能
力

は
十
分
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る

飛
躍
の
た
め
に
は
、
精
神
面
で
の
成
長
が

大
き
な
課
題
で
す
。
普
段
の
生
活
も
含
め

て
、
相
撲
人
と
し
て
人
と
し
て
た
く
ま
し

く
鍛
え
上
げ
た
い
で
す
。
東
北
選
手
権
大

会
は
、
も
う
一
歩
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
が
、
個
人
戦
で
の
入
賞
は
例
年
に
な
く

多
く
、
得
る
も
の
も
多
か
っ
た
で
す
。
今

の
流
れ
を
大
事
に
来
る
大
会
に
向
け
て
チ

ー
ム
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
県
高
校
総
体
団
体
４
連
覇
―
。
先
輩
方

か
ら
引
き
継
い
だ
た
す
き
を
僕
た
ち
の
代

で
ま
た
後
輩
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
出
来
て
よ

か
っ
た
で
す
。
優
勝
の
勢
い
を
そ
の
ま
ま

に
東
北
選
手
権
大
会
で
の
２
連
覇
を
目
指

し
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
稽
古

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
は

団
体
戦
３
位
。
勝
負
の
世
界
の
厳
し
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
先
輩
方
に
全
国
を
経
験
さ
せ
て

も
ら
え
た
こ
と
で
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
高
校
最
後
の
夏
、
今
度
は
僕
ら

が
そ
れ
を
後
輩
に
残
す
番
。
良
い
結
果
を

残
し
た
い
で
す
。
目
指
す
は
、
上
位
入
賞

で
す
。
そ
し
て
今
年
は
、
地
元
開
催
の
国

体
が
あ
り
ま
す
。現
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
、

皆
、
八
幡
平
市
出
身
。
中
学
生
の
時
か
ら

本
国
体
の
こ
と
は
周
囲
か
ら
言
わ
れ
続
け

て
い
た
の
で
、
ず
っ
と
意
識
し
て
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。故
郷
の
誇
り
を
胸
に
、

今
ま
で
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
応
援
に

応
え
た
い
で
す
。

　
僕
ら
の
強
み
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。

僕
は
主
将
と
し
て
皆
を
引
っ
張
っ
て
き
た

と
い
う
よ
り
、
皆
で
支
え
合
っ
て
こ
こ
ま

で
や
っ
て
こ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来

る
僕
ら
の
大
場
所
に
向
け
て
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

◎
プ
ロ
フ
ィ
ル

こ
し
た
・
ま
さ
の
ぶ

昭
和
52
年
生
ま
れ　
大
槌
町
出
身

平
舘
高
校
赴
任
1７
年
目 

社
会
科
教
諭

過
去
に
平
舘
高
校
相
撲
部
を
県
高
総
体

12
回
、
東
北
選
手
権
大
会
２
回
の
優
勝

に
導
く
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